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「認知症になっても住み慣れた地域で暮らすために～認知症ケアパスガイド～」は、認知症の

人とその家族が住み慣れた長岡京市で安心して暮らし続けられるよう、利用できる支援や 

サービスをまとめたものです。この冊子では「認知症とはどのような病気なのか、どのような

症状があるか」「相談窓口や利用できる支援・サービス」等を掲載しています。病気になると 

だれもが、ときに不安な気持ちを抱いたり、ときに不自由さを感じたりします。認知症状の 

進行によって出てくる可能性のある困りごとや必要なケアを知り、利用できる支援やサービ

スについての情報をあらかじめ持っておくことで、先の見通しをもって生活することができま

す。また、このケアパスを通じてご自身やご家族がどのような暮らしを望み、生活の中でどの

ような支援を選択するか話し合うきっかけにしていただければと思います。 
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